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お 知 ら せ
Information

いわき市の
人口と面積

今月の納期（納期限12月25日㈫）
固定資産税・都市計画税　　　第３期
下水道事業受益者負担金　　　第３期
国民健康保険税　　　　　　　第４期
介護保険料（第１号被保険者）第６期
後期高齢者医療保険料（※）　第５期
（※納期限は１月４日㈮となります。）

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週金曜日　13：00～13：30（再放送）
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：44～／12：10～
▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ

　
市政情報番組　　毎週土曜日　８：55～

　
福島放送　　　　12月８日㈯　11：40～
　　　　　　　　１月12日㈯　11：40～
福島中央テレビ　12月15日㈯　９：25～
福島テレビ　　　12月16日㈰　13：55～
テレビユー福島　12月22日㈯　９：25～

　
福島中央テレビ　12月23日㈰　11：40～
※変更となる場合がありますので、ふるさ
　と発信課ソーシャルネットワークグルー
　プ（☎22－7503）へお問い合わせいただ
　くか、市ホームページをご覧ください。

　人　口　342,775人　（－ 96）
　　男　　169,497人　（－ 35）
　　女　　173,278人　（－ 61）
　世帯数　143,003世帯（＋ 103）
　面　積　1, 232. 02㎢
　平成30年11月１日現在／(前月比）

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

シルミルいわき

ラジオ福島（1431K㎐・90.2M㎐）

とき　 ところ　 料金　

新
春
市
民
交
歓
会
を
開
催

　

秘
書
課

☎
22
・
７
４
０
０

　

新
春
を
共
に
祝
い
、
お
互
い

の
健
勝
と
本
市
の
復
興
な
ら
び

に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
念
す
る

た
め
、
同
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
方
や
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

来
年
１
月
７
日
㈪　

16
時
〜

18
時パ

レ
ス
い
わ
や

２
千
円

津
波
被
災
住
宅
再
建
事
業

の
利
用
を

　

住
ま
い
政
策
課

☎
22
・
１
１
７
８

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
、

居
住
し
て
い
た
持
ち
家
住
宅
が

滅
失
な
ど
し
た
方
に
、
住
宅
再

建
に
係
る
費
用
を
一
部
補
助
す

る
同
事
業
を
平
成
25
年
８
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
利

用
し
て
い
な
い
方
は
、
津
波
再

建
窓
口
（
☎
22
・
１
２
９
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○飲酒後は運転しないことを徹底
　年末年始は飲酒する機会が増えます。「飲んだら乗
らない、乗るなら飲まない」を徹底し、飲酒運転を根
絶しましょう。
○運転代行の正しい利用を
　運転代行は、飲酒した利用者に代わってその方の車
を運転し、利用者と車を自
宅まで送り届けるサービス
で、利用者が運転代行業者
の車（随伴車）に乗ること
は違法です。ルールを守り、
健全な利用を心掛けましょ
う。

市民生活課交通安全防犯係　☎22－1152

年末年始の交通事故防止県民総ぐる
み運動を実施

12／10～
１／７

随伴車
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
実
感
で
き
る
こ

と
で
す
。
今
は
い
わ
き
の
農
水
産
物
に
良

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
も
、

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

　今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
で
す
か
。

　

　農
水
産
業
な
ど
の
担
い
手
不
足
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
次
世
代
を
担
う

若
い
人
材
の
育
成
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
商
品
開
発
を
高
校
生
な
ど

が
体
験
で
き
る
機
会
を
創
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を

通
し
て
、
若
い
世
代
の
方
に
い
わ
き
の
良

さ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
大
学
進
学

な
ど
で
い
わ
き
を
離
れ
て
も
、
将
来
戻
っ

て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
、
後
押
し
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　例
え
ば
、
い
わ
き
Ｌ
ａ
ｉ
ｋ
ｉ
は
い
わ

き
の
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
は
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
米
全
体
の
消
費
が
減
少
し
て

い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
消
費
を
さ
ら
に

拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
わ
き
Ｌ
ａ
ｉ
ｋ
ｉ
を
加
工
し

た
商
品
を
作
る
こ
と
で
、
米
の
新
た
な
需

要
が
生
ま
れ
た
り
、
存
在
を
知
っ
て
も
ら

え
た
り
す
る
な
ど
、
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　ま
た
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
高
ま

れ
ば
、
農
水
産
物
や
加
工
品
の
新
た
な
生

産
者
も
増
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

　ど
の
よ
う
な
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
か
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
七
年
が
経
過
し
、

風
評
の
問
題
は
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
関
心

を
向
け
ら
れ
て
い
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

価
値
の
あ
る
商
品
を
作
れ
ば
、
消
費
者
に

Ｑ

　い
わ
き
ユ
ナ
イ
ト
株
式
会
社
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　い
わ
き
は
気
候
に
恵
ま
れ
、
農
水
産
物

が
豊
か
な
こ
と
に
加
え
、
工
業
団
地
が
立

地
す
る
な
ど
「
モ
ノ
創
り
」
を
す
る
環
境

や
技
術
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

い
わ
き
の
モ
ノ
創
り
を
元
気
に
す
る
こ
と

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
商
社
と
し
て
市

内
の
農
水
産
業
や
食
品
加
工
業
な
ど
と
連

携
し
、
食
を
中
心
と
し
た
地
域
資
源
の
発

掘
や
、
商
品
開
発
、
ま
た
そ
の
販
売
先
の

確
保
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

　地
域
資
源
の
発
掘
や
、
商
品
開
発
す

る
際
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　農
水
産
物
や
加
工
品
の
生
産
者
に
、
利

益
を
還
元
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
強
み
を

生
か
し
た
商
品
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

256

田子哲也さん
　いわきユナイト株式会社代表取締
役ＣＥＯ（最高経営責任者）。地域
活性化のため、水産業の物流関係で
仕事をしていた経験を生かして活動。

市
民
の
ひ
ろ
ば

広報いわき　30. 12　16

いわきＬａｉｋｉのイベントで新しく開発
した甘酒などをＰＲ

共同代表を務める植松謙さんとともに活動

いわきのモノ創りを元気にする
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地
域
学
「
た
い
ら
学
」
の

受
講
者

　

文
化
振
興
課
文
化
財
係

☎
22
・
７
５
４
６

22
・
７
５
５
２

　
　

bunkashinko@
city.

　

iw
aki.lg.jp

　

講
義
や
ま
ち
歩
き
な
ど
を
通

し
て
平
地
区
の
歴
史
を
学
び
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
、
地
域
学
「
た
い
ら

学
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
座
学
講
座
＝
来
年
１
月
12

日
・
19
日
、
２
月
９
日
・
16
日
、

３
月
２
日
の
土
曜
日
（
全
５

回
）　

②
ま
ち
歩
き
＝
来
年
２

月
２
日
㈯

　

10
時
〜
正
午

産
業
創
造
館
な
ど

①
＝
70
人　

②
＝
座
学
講
座

を
受
講
す
る
方
の
う
ち
20
人

（
い
ず
れ
も
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

同
課
、
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
〒
９
７
０
―
８
６
８
６　

文
化
振
興
課
へ
（
☎　
　

可
）

　

12
月
25
日
㈫
必
着

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
の
参
加
者

　

障
が
い
福
祉
課
支
援
係

☎
22
・
７
４
８
５

来
年
２
月
２
日
〜
３
月
９
日

の
土
曜
日

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
＝
15
時
〜
16
時　

②

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
＝
19
時
〜
21
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

①
＝
24
人　

②
＝
２
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
、
同
館
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
☎　

43
・
７
７
９

１
）
、
メ
ー
ル
（　

su
n
-

ab
ilities@

city.iw
aki.

lg.jp

）
で

来
年
１
月
４
日
㈮
〜

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

市
民
講
座
の
受
講
者

　
　
　
　
　

☎
37
・
８
８
８
８

22
・
５
５
５
５

info@
isgp.jp

①
朗
読
教
室
（
夜
の
部
）
＝

来
年
１
月
９
日
・
23
日
、
２
月

13
日
・
27
日
、
３
月
13
日
・
27

日
の
水
曜
日
（
全
６
回
）　

②

朗
読
教
室
（
昼
の
部
）
＝
来
年

１
月
11
日
・
25
日
、
２
月
８

日
・
22
日
、
３
月
８
日
・
22
日

の
金
曜
日
（
全
６
回
）　

③
い

わ
き
再
発
見
講
座
＝
来
年
１
月

11
日
・
18
日
・
25
日
、
２
月
１

日
・
８
日
の
金
曜
日
（
全
５

回
）　

④
七
宝
で
作
る
ア
ク
セ

サ
リ
ー
＝
来
年
１
月
12
日
㈯
・

19
日
㈯
（
全
２
回
）　

⑤
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
＝
来
年
１

月
16
日
㈬
・
23
日
㈬
・
30
日
㈬

（
全
３
回
）　

⑥
鬼
さ
ん
の
紙

パ
ペ
ッ
ト
＝
来
年
１
月
26
日
㈯

⑦
ワ
ー
ド
中
級
講
座
＝
来
年
１

月
27
日
㈰

①
＝
18
時
30
分
〜
20
時　

②

＝
13
時
30
分
〜
15
時　

③
＝
14

時
〜
16
時　

④
⑤
＝
10
時
〜
正

午　

⑥
＝
10
時
30
分
〜
正
午　

⑦
＝
10
時
〜
12
時
30
分　

①
②
③
④
⑤
⑦
＝
高
校
生
を

除
く
18
歳
以
上
の
方　

⑥
＝
乳

幼
児
と
保
護
者

①
②
＝
10
人　

③
＝
30
人　

④
＝
12
人　

⑤
＝
15
人　

⑥
＝

10
組　

⑦
＝
24
人
（
い
ず
れ
も

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

無
料
（
④
は
教
材
費
別
途
）

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・

氏フ
リ

名ガ
ナ

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
９
７
０
―
８
０
２
６

平
字
一
町
目
１　

生
涯
学
習
プ

ラ
ザ
へ
（
窓
口
・　
　

可
）

　

12
月
20
日
㈭
必
着

　耐震化工事により、大ホールを除く１階
から４階の全ての部屋の貸し出しを休止し
ていましたが、12月１日㈯から１階大講義
室の貸し出しを再開しました。

☎22－5431

市文化センターの貸し出しを一部再開

　一部の航空運送事業者が運航する国内線で、障がいの
程度に関わらず、障がい者手帳を提示できる方とその介
護者１人に割引が適用されます。
　詳しくは、各航空運送事業者へお問い合わせください。

障がい福祉課事業係　☎22－7486

障がい者に対する航空旅客運賃の割引適用が拡大
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とき　 時間　 ところ　 対象　 募集定員　 申し込み方法　
申込期間・期限　 料金　

県
内
の
最
低
賃
金
が
改
正

　

福
島
労
働
局
賃
金
室　

☎
０

　

２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
４

　

県
内
の
最
低
賃
金
が
、
１
時

間
当
た
り
７
百
48
円
か
ら
７
百

72
円
へ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。　

　

常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態
に
か

か
わ
ら
ず
、
福
島
県
内
の
事
業

所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
３
級
指
導
士
養
成

講
座
な
ど
の
受
講
者

　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
事
業

　

推
進
係　

☎
22
・
７
４
６
５

○
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

３
級
指
導
士
養
成
講
座

来
年
１
月
７
日
㈪
・
９
日

㈬
・
11
日
㈮
・
15
日
㈫
・
16
日

㈬
・
21
日
㈪
・
23
日
㈬
・
25
日

㈮
・
28
日
㈪
・
31
日
㈭
（
全
10

回
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
内
居
住
者
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
意
欲
が
あ

り
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

　

16
人
（
先
着
順
）

　

12
月
17
日
㈪
８
時
30
分
か
ら

同
課
へ
☎
で

○
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

　

養
成
研
修

来
年
１
月
22
日
㈫
・
24
日

㈭
・
29
日
㈫
（
全
３
回
）

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

し
た
備
品
の
利
用
を

　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
22
・
７
４
１
４

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
を
目
的
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
次
の
団
体
が
助

成
を
受
け
ま
し
た
。

・
好
間
地
区
区
長
会
＝
液
晶
テ

　

レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
草
刈
り

　

機
、
冷
蔵
庫
、
会
議
用
テ
ー

　

ブ
ル
な
ど

架
空
請
求
に
注
意
を

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
７
０
２
１

　

未
払
い
金
が
あ
る
と
思
わ
せ
、

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
あ

る
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
さ

せ
よ
う
と
す
る
架
空
請
求
が
増
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　マイナンバーカードは、表面に顔写真と氏名・住所・生年
月日・性別が記載され、本人確認のための身分証明書として
利用できます。また、裏面にはマイナンバーが記載されてい
るので、税・社会保障・災害対策の法令で定められた手続き
を行う時に利用できます。
　さらに、カードのＩＣチップに搭載された電子証明書を用
いて、コンビニなどのマルチコピー機で住民票を取得できる
など、各種電子申請に利用できる便利なカードです。
　顔写真１枚（６カ月以内に撮影した正面・無背景・無帽で、
縦4.5㎝×横3.5㎝）、本人確認書類（運転免許証・パスポー
トなど）、通知カード、住民基本台帳カード（交付を受けた
方のみ）を持参し、同課、各支所・市民サービスセンターで
※詳しくは、同課へお問い合わせください。

市民課住民台帳グループ　☎22－7444

マイナンバーカードの交付申請を受け付け

申


